
京
都
春
巌
公
記
念
文
庫
名
品
図
録

立
町
木
津
郡
平
家
|
l
先
例
の
な
い
圧
巻
|
|

も
こ
の
ほ
ど
春
巌
公
認
念
文
庫
名
品
図
録
が
、
同
図

録
刊
行
会
(
代
表
理
事
真
田
幸
雄
氏
)
か
ら
発
刊
さ

た
。
春
巌
公
記
念
文
庫
は
、
福
井
市
立
郷
土
歴
史

博
物
館
が
所
蔵
し
、
福
井
藩
第
二
ハ
代
藩
主
松
平
春

嫡
孫
松
平
永
芳
氏
(
現
、
靖
国
神
社
宮
司
)
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
は
幕
末
維
新
の
激
動
期

に
、
中
央
政
局
で
大
い
に
活
躍
し
た
春
獄
に
か
か
わ

け

に

、

全

国

的

に

み

て

極

う

つ

ま

で

も

な

い

。

こ

れ

O
O
O余
点
の
、
う
つ
ち
か
‘
ら
り
、
書
蹟
.
絵
画
.

録

古

文

書

の

六

項

目

に

O
余
点

を
選
ぴ
掲
載
す
る
。

巻
頭
の
序
で
、
平
泉
澄
博
士
は
図
録
刊
行
の
大
事

業
を
賞
揚
し
た
の
ち
「
今
回
そ
の
主
要
な
る
品
々
を

選
ん
で
写
真
図
録
が
出
版
せ
ら
れ
た
事
は
、
八
ム
の
六

十
三
年
の
足
跡
を
辿
り
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
る
風
格
を

偲
ぼ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
非
常
な
る
幸
福
と
云

若
越
郷
土
研
究

二
八
巻
五
号
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わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
J

と
力
説
す
る
。

布
張
軟
入
り
特
別
装
臓
の
豪
華
版
で
、
忠
実
に
資

料
本
来
の
色
調
を
再
現
し
た
総
カ
ラ

l
六
六
八
枚
の

図
版
と
、
懇
切
丁
寧
な
解
読
文
と
、
さ
ら
に
平
易
で

し
か
も
実
証
的
な
解
説
が
付
記
さ
れ
る
。
摂
影
は
北

嶋
計
一
氏
(
北
嶋
フ
ォ
ト
オ
フ
ィ
ス
)
デ
ザ
イ
ン
、

松
山
道
明
氏
、
解
説
は
同
歴
史
博
物
館
学
芸
員
の
伴

五
十
嗣
郎
氏
が
担
当
す
る
。

特
に
本
県
人
と
し
て
、
春
巌
は
じ
め
重
臣
や
志
士

な
ど
地
域
の
大
先
覚
の
偉
業
を
し
っ
か
り
目
で
確
か

め
る
た
め
に
も
、
こ
の
先
例
の
な
い
圧
巻
を
ぜ
ひ
座

右
に
そ
な
え
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。
(
三
上
一
夫
記
)

(
領
布
先
、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
、

福
井
市
内
品
川
・
勝
木
な
ど
主
要
書
宿
、

定
価
二
五
、

0
0
0
円
)
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